
瓢凰■僻・：糠与韓・鱒．．育成  

ほ■蘭サる予備軍儀一  

（金乳せ随感した場合■の人エ乱舞与潔の鱒周）  

衆齢皇  富慶治斬．慈森谷・勇ノ  

砺乳嗟摩琶左膝虻する牒下にぉける乱町蛙享年の韓或に参たってば、詔  

戒牒疾の全乳哺乳t好餌増兵となっている。L双珪一飯に行わわてい魯  

蝉ぉ礼去俵牒した脅威か蛙ザし各島烙な渾祇宅粁て省らす、かつ人工乳  

徳用した堵合の霞城や規正攻究く彗ちいがある吟ぞ、ここに謁が人工乳  

遜る魯成剰℡革硬し、あわばて正常な認骨盤謂解し濁る食軋哺乳畢の筋  

包容空知り、今後の漫成就験及び奄錦液倍単及あ 
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轡頓め方潟  

ト敵組単軍が慨幹温め簡眉  

て曙．諺年〃鼠安塚窮し2頑づつ人工乳啓澤轟牒鳩（A）と金丸節硯奮喀  

r（8）にわけ、Aヱぼモ㌻レγトA、Bの髭阿談に準じ√に華成定鱒シ！  

海陸A区や壷乱頗与蜜変半減し、．緊琴か計算から半減した金乳に‘偲皇  
るモーレツトA空増給←た芦戒を行ワた●一味綻埠妊オー表ゎとおリビ  

も鮮、NOl、NO土の卑絵・愚意ポ詞饗琶頑重婚いN∂3、N¢《の牢  

番億にけい葵し、■当餞ど飼養管理し免。  

鼠年月日  馳 額  けい電・絶  

繍培帝争ヰ  

〝  

∋7、〃、ス♂  

孝7、す、／7  

せ／、♂惨  

、r′．′  

畠  琶  
●  

、き7、慮、′古  仰、j  

☆ク、ヱ  8ア、ぜ、′甘  

隠斬罪琴∂縛2甲く法談／♂サロヲ   

身8ク年々㌧療凱増（ク  ）  

々3ク琴夢月琴白（ク ク   

A、β監控碗し∴ゴ障勒調科とし   

瑠和∂ウ卑〟河劇璃烏牒   

タ コ？笥〃∴珂コケ犀よか  

触早、り・咋 ク 

痍♯め：′鈴与及げ強硬・  

風貌耳・、くみ弟し一人工軋（モー，レト）  

転   －」衰愛ヰ  



ゝ、q、ず意くN。＝ま一部ソ 

． 

各区の額斜線与葛・乳用び聴診欄オユ、3表のとおUご葬る。  

人工乳・ぼ哺乳覇珂ヰ疲額哺乳時雨にべレ、yトのま登帝阜す烏ようにl   

他の刻取持邑を富3分し、J・日3巨＝こ分与レたや東ば泰の妻帯準を／；  

3～夏回′ヾケツど飴与甘るさタにした。  

日食長吉T∂∂日より平前年像．えーき呵碑け？金殊に頃レけい償ず墓  

違うドしづとが、N01紋幸作1こ出すことが少く、歴にN8ユ陰口命ヱき胃一定  

り雨実の日以外瞼考日ノ∂時鱒＝立オー争ヤード毅専閲にけい按した。  

登・の鯉の管理は当牒の履行によることにしたか、NoIN¢21ま曽わぞヨ  

けい複勝ご多少葵った管理が冊われた。   

努2表  同県鈴与基準（lロー劇酋）  

ll、ユ¢  ユ1－30  才l、タ♪  タ／、／′i  3†、〃∂  7／～厨〃  〟／、Jリ  古／、占♂  占l、7∂  

占→－8 ／乳′ノ∂  タ～ヱ、言 霊ゝ舶  2音〈／、g 熱ヰち・  
人言～♂  

～血ク汐  ．zクゐ。   †謂■  だ▲こ・g〟   之クク  

′〃 βさ ぬすま 計 粗掘割   ／♂ク  

融L叔  

j、2一せぷ  

が唯食  

タ．g房  

全乳辱  

揖動的   

〃 8、き  

ぶす琴さ  

楓飼斜  

永、呼  

d′し8 響劇○  聖さ細  軸¢   

【火妙 J・一班ゆ  

J空・J心 …ク〃♂  

β   ヤ相棒 ／J、ク  組成．  

熱茅義  飼j軋の解熱  

‾念 書し  人工軋A  ふす或  睾川覇  人工乳月   ソーサレ沖   

ダスj巴  

ほ）・1全乱瞳営割こおげ晶卑軋取引憶鱒（遥ア、倉）  

2 人毛軋A、8ふず塵堵都農清踵金塵濃し：の価格（∂ク、ぎ）  

3 牧羊単宜北海温温  

或．諷刺苓は烏塵秦＝揃W嘩   



ニーぺ蕊乳像漁昂農届α鰯漸の、総長雲  

．机爪軌浸〆単にウいて媒格笥熱感一階薔せ庵ご・琴・劇ぞ骨幹し、㌻の車食感・三  

條僻許する＝ととし、崗与数〝み卑黒潮する・人工払降車商学時の撤  

し√う・学の◆ポ筍風車増操啓蚤焙だ倦怠のやゃの坪野の隠粍  

予ぬ㌧ 体重及塔各朗吟削恵  
・：湘垣将軍が法像白骨7ぎ日卸璃餉軒ノ汐帝Iこ剥魚す悉▼．  ，ヨ  

こん   
虎  
ヽ  
一ゴ  

ちタ、人捻阜喝‘劉筆  

一i云  一巌凝議状態   

術後感凛  

ii木工軋の絶風致漫憫綱煎領尊壬  

糸王寺しの乾草lこつし下ては次のよ惑  
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だ犠票レ良三麒・  

経  無  事  項  

彗知慮リベレットのさ歳腐膿レたがこ 監ヰにヲ特別戯免官臆しなく  

？罷効かちlこ診せなめ土仕為ろちに凄く頗食すて夢ようになうた。L喰しl？  

㌻牽I二挿殆ど函鎧仕ヂ金窮珂ベレサトのま寺格拶ぜ多＝とぎぞち駐中  

一 格舷蛙境線で▲あつ丁こ。  滴蘭領猟壷由与す烏よ引こなつてか争は人エ軋ぼ謬融帝与した●も蔽   

牒磯ペレット鍔著書ごは重く嗜いうかなかフ転伊で、争乱で碗やぞな酪  

皇饗た。約（淵同機に騒ペレット感ま暴食管す学ネ？l・ニならた。恥章 

つきtニ鱒超重罰蝕しかざりの軍歌がかか強豪．ご水ヰ頑感崖は欄勅飼料  

（ふす或・う踵指ど橡∴食しむか撃たのせ絵馬掬鎧機紋日軽ぞ一撃呼止し  

甘奪す′目早音針掛金するさろこ材つたのど再びせ与しぼげめ敢。来  

エ乱め、鶴弥政財琶婿ぐ革？  

郎ヱど同村埠いつ丑に鱒針濁＝日計散した。′更レザ卜塵革学いレ滞ごt屈  

ギ窄ウマ等紗空車料▲、卓引こし海女卵句ぜイ車掌’寧よざざあ肇篤郎 ラ鱒な醜の¢、＝1紺無、早．∈噛ぜ野蛮へ与し融頑涙琶如、彗せ豪産  
呑障り匪中痴態認眉画博牒．董′いめ響登■戒、鱒鳳あ冬頃b、、浄尊唾や  

阜ヂ／周轡′㈹聖ササ増一女磯鈴与b電もこ東金l亡簡単ずさこ蜜  
ル■■－■◆  

たJ  】．．イ・  

b電もこ東金l亡横領ずさこ密造  

Jこ●  
．  

人墜糎鱒錘坪幽学甲卑．野せ甘露ノ靭甲摘録  
㊥禦野蛮狭轍、せ■の台の親密留舌の総揚稽（牢鮨′き鱒）に騨象渉．＼  

＼．■ ン，‾ ヽ⊥   

に贈与し琶由穐親卓也るこ寧て寧撮みたが、参華厳、  嵐婿汐・虎疲率ヤ   

・・† り†ナ〆 ㌦  榔  



ヱ国旨め帝箋▼称‘  夢タへ占汐分ご率滋安吾染渡燈し漕  

ぎl；威安食に腐食し終りぞいた．■こ  ′．ナ・ の翔弼中二飯銀翼蝕  
謳時録ギ如疲幾与療料細す姦ふ摘凍食料西金夢離転↓如摘  

∴■Jl▲  

紳春蚕壊轟l評癒合な痘ポぞて準たからどある○・   

金闊塵塩野入土●鼓の城料姐ぼ義打て傍線ぞ患－った。  

盗珂麒どあった。  呈・ニl」   

屠  綴顔凝徴艶 く水馳）  

′∫亡■t  

．舞 ～  
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金璃．珂の牒日射阻与登・膵液蒸オ3～オ夢のとおりどあフた。   

計3義  金乱哺乳生 噂・くを／♂日間の哺乳モ）  

広   牟   ∂－へ′ク  ／／一－Zp  2／一）き∂  J／｛ダク  4／～よ汐  計．  

A  
No†  クク、〃  、㌻ク、ク  、ヲ∂、ク  「コj、畠．  訝、ざ  ′．P／、／  

I′ご                   ・N02  ∫占、♂   々タ、∂  jタ、占  一；ヱ之、■畠   ‘、す  ノ占々、ア   

N03  鱒、隻  ∫■ク、g   J、g  戸倉、♂  
B  詞  
劇場錠  〟占、ク  々㌻、や1  ヱ・ぞ  コ  ー わ、♂   

■って11■  



感夢洩㌻巌  ・㍉施親展瀦  

．漸Jヤ学さ  

こい．●＿ミi、  、．、†勺・ミ  ′．′ip   

／．占J♂  

嘩婿 ■．・＿rJ  
J一タノ〃   

▲．′′■   

ゝJ．  

良工鼠揉葬儀恕能  蛋漁．♂痙掛弼硝  

さソ・－、〉・  ・∴・、・－rO  二者慶長弓紗 ∫′－J♂  フノ、慮孝  野磯  

′▲．占βさ  ナノ♪♂   

ユ・′・、仁一   

仲・ナ〟   

ノ／．上す○  

′九P′♂  

．A〉．こ・さ  ．′ご ÷♂ノ   

ソノ．王古ク  

牽射鱒妙  

が．7♂d  、・・▲・′♂タ  グ聯  ユきノ√J  遥ふ亀激闘  

ヨ▲音盤タ′盛横  呵歯舞■凛重責  顧‘ 滞教材凋添腰瀧  叡智疲  

′／■一之β  

‘鐘針一 故1「  

亀疑話  

t t（．書  針轡常義  

瀦鳩  

‾●一十薫賢一‘■‥†‾■‾   



－T■ ・■▼  ．1．▲■・ノ．■∈llt「rヽ  

L／ ＿  

溶き康l∴密林歪轡（ノク寧圃の應ホ琶」）  

コ／～j♂  合／へタグ  く′／′～≦♂‘  ∫′へ占♂  d／、プ♂  ・7′へ押   ノ／へ・忍   J／へ々♂  

l日煎  
⊇ク～jき  

t甘筍  
／♂へ⊇ク  

（2）考育成凛  

／♂g啓何の曹菱虐げ体魯初の牽倭はオタ磯へオ／／贋讃餅ン汝／‾■図  

オき閏のとおりど諺クた†ここに農準とあるのは、限鱒オ頓牒、舜牒巨 

碑ほ＝＝止る「ホ）レスタイン牽牛の正藩愛育億Jの’下隠塩練餞し、開始嘩  

／／百島の風解め硬球髄陰下鴨の絶謁鵠絆の叡式により象出した．葬讃 

げ動こよっても男ら漁る蜜おり等角訓ぇ僅時機学徳より上廻ってい寧疇  
▲‾  

間始時電車渾どし転覆琶掬救1威厳準のそれlこ虹し愛執二下掴つそいた∴  

キク歳  韓聖虐げ体魯制動克復  

税頼庖  体添乳  障前車帥  前田研  外事・．帆  碑 常軌  及長ぬ   

⊥；・シ   

コJ、j  

牙β、′   

クず、ヂ  

／ぞ、∂  

′タ、碇  

∂久ク  

才g、β  

．／／、♂  

／／、古  

7：Z、3   

ワつ㌧8  

J∂、ク   

J′、／  

．Z、員夢   

ヱg、／  

ク♂、タ  

ブク、∂  

′占、占r   

′ア、ア  

ア′、々  

タヰ、4  

2ダ、ク   

∂／、〃  

才ク、∂  

ヱ／、デ  

／ク、才   

／／、♂  

久⊇、ク  

ケタ、ク  

ユノ、7   

．2∂、す  

感d、汐  ／攻、ク’  ニ2ク＼百   

＿ネ、∂  

；坪、ク  

■′J、∫   

7ク、d  

／／、∂、  

′ん應 

ヱよこ♂   

ニニュ与  

′ダ、♂   

′タ、々  

卵、∂  

タβ、∂   

J／、♂   

j／、ユ  

′ク、ダ   

／′、ク  

′′、g   

ノJ、♂  

コテ、タ 3ヱ？≠1  
グ♂．、ク  ヱ、乳才j  

－∂♂－   



随感伽  係長帆  賠津鯛  庚及側  

主2、グ  

ラムtユ  

ブタ、夢   

カーミ‾ 3  

阜丘、デ  

ュタ、拶  

Z♂、ア  

ユ′、ユ  

音声、♂  

ヱも♂  

慮タ、占  

コ∂、β  

／タ、倉  

ぞ∂こ8  

．2ヱ、／   

ヌ，ヲ、占■  

ク7、伊   

斧ア、／  

タ♂、コ  

コ3、9  

．aダ、ク  ヱ3、7  

ヱ7、せ   

っタ、／  

倉卓、る   

βク、／  

∂£、‘   

ラ盲，〃  

．2．～、′   

ヱ．之、ヱ  

ユ．よこ与   

ユg、ノ  

グ久尋   

ク♂、9  

gヱ、タ  

てえ之、？  

∂／、ぶ   

J㌫∂  

コf、J   

⊇d、8  

二之′、／   

2／、密  

．2丘、．2   

ユタ、g  

．クタ、♂  速攻、〃  ′■タ、g  J8、な’  ．2よ、g  

／クク、わ  

′ク／．ク   

8‘、る  

、戸♂、ニュ   

ヱダ、る   

J－、亡●  

コム〟   

三岳、∂  

∂タ、g   

J？、夢  

ヱ3、ユ   

ヱ⊇、る  

ヱ4、留   

ユgキク  タ・もβ ′♂∫．♂  
厨汐、a  

タグ、々  

／∴8   

′／、古  

ユ£、ア   

寧7、ク  

ココ、／   

ヱき、ノ  

コ占、厨  ′／、首  孟、⊆、∫  コ／、．コ  

ユ汽ユ   

タ久汐  

ヱ☆、♂   

2優、ふ  

′∂㌫抄   

′麟、ク  

ユ？、ノ   

2グ、ダ  

押、8  

・タ♂、珪   

′．2、′   

／J，、ユ  

ユダヾさ   

ヱ占、占  

ヱき、タ   

ヌ〃、ク  こ‡、I、丘  ′♂ユ、J  
ヱア、J訝   

．ヱタ、せ  

／粛、ギ   

／クア．♂  

／ノゝ？   

′j、∂  

コd、g  J占、g  ′ク♂、ア  

′jさ  

ノ＿宣、 

∂ク、′  

jリ㌧ノ  

ヱ疲、タ   

コ全、j  

タグ、ユ   

4玖孝  

′♂古、♂  
1  

ノ♂鱒ヂ  

夕3、コ   

、ダ3、女  

エア、〃   

jタ、る  

′¢ク、か  

綬診ヱ、ユ  

．コタ、♂  

ヱき、タ  タグ、さ   l－－■） ♂、偶感   
劇、コ   

コ儲、タ  ′ヱ、∂  

足タ、8  ヱ∂、計  



塩ぬ  
オ′♂乗  笥塩原黎／♂イ〉とした麻の梨鋼棲ま：  

／／／、∫ ／ノ乳／ご  

〟熔ぜ  ′」（、J  
′J7、ソ   

′J久9  

′j．J．7  ′ぷ、ア  

′jβ、／  ′′′J  

／妹ダ  〟♂、丁  

－ヰ♂－   



漆  ・練翠得頑健瞥ノ♂・♂とレ近時．叙農乾麺散  

〃 ／眈ク ′‘疲射  ／耽訝 ′′ノ  

担戚 ′彪、且   





聖丁云等’守；軍モニ甲  

り－て  

ナ ー  
ノ・l  

〃 ′∫ jク 郎 d♂ 恕 グ∂ ノaぎ日今  

「≠、∋一   
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ク′ ′古 jク  々∫ d〃 ク古 タ♂ ／ク∫ g今   



組曲二憲J二・王1Tト＿」   





＼、ト∴l   





当L・■ 手 上   

、ヽ一   



豆で〉■櫓与額泉普  

軍備斜の給与告がNol、Np2について韓ぞむいのど、全体の朗唱碧の  

L 検計唸どき打かった併、それ以外の飼料責を参考まどに集計した帝累は  
こ 凍のとおりどある。  

夢／之表  

全   乳  人エきLA  人工親＿B  棉財前科  合．計  き，＝ご控一．．     円  円  円  円  R   
N■ロ†  g．タグエ星空  〃∫≠．Z三  J．♂え？麗’  ／′ク〟占歴  ′∂ノ8月～≦宣  ヱ∂き要   

Nヵ2  よ．ヱク汐ぎ  g〃♂．亘三  ヱ．きク∂ヱ乙   ア古ぎ昌之  ク．〃52邑三  ／叔ミ芝  

No3  3．／∂d、色空●  ／．∂2〃、名望  留．∠∂ア塁ぎ  る∂〃空  ク．J72已王  ／古き色窒   

No〃  Zタ％、之旦  ／′／gヱ，色之  4．g∂j≦ぎ  ．d♂々互生’  乳よ～‘雪空  ／∫古こ宣  

くヰ）一堰確康状態  

i－ゝ，二  奄成増何が璽亨ビあフたに6かかわらが、頑珂中の曜濱汝軌古墳めて  

官賂ごあつモ・しかし共通栂な傾向と 

発育とはいえない。N¢ヱ空隙き、Nol、N03、ND≠についてlす前回の乗数の  

喝と同郡腹部の膨満するきらいがみら・れ、ヤやしきりの寿い條何が届つ  

たo N02については淀に曙都ば毯エリの腺何ぞあった‘諺た名クと啓登  

城していた下荊についこは一母性の卓絶なぁのがみられたのみど、とく  

に青竜に動場を与えるよぅなものはなかった。各年につしlぞの壊廃は次  

のとおりでぁる○  

；二＝相棒  観  衆  事  項   

；．No†    日今点々日昌から〃日岡下市．三才‖d一房雨後けい好、扉で鱒水せのケ  

寸ぎたためとみられる．はなはだしい下所定は2日両ピ態は喉頭に  

恢癒した。管理方式による与のと欝bわるがやや毒づやめ零しl峨向．  

があつセ。食愕、売電ぼ金銅豪亜じ汲めて敬呈どぁった。  

全鯖を慮じ下軌まない。日今占♂口頭より腹笥の巻上リボ日立つよ  

らにか）、勾／歯間地毛づやの不吉が感じらわた。貧富†すNαほ周  

郷旺灸どあり蛙覇状態は倭隠であった。  

冒今4j引こ／固唾止レねが食檻ゼの他には全＜雫‘瑞がなかった。  

日争畠グ日頃リリ3日間やや食管ポボち、日今ファ日、ヂ・■安田に轟  
＼▼  

質ゐ下荊盛者楓察したが、全・窮垂凛ビ食懲、元気全・く鱒卑どあつ熟  

広ヰlよ河冶時体更々如に多・の小澗どあり当初ぼやや資料牽欠し、て  
いたが、考青原宮略せあじ童顔中凄も徴卸な草づや重昂し慄納て諮ら桓。  

ーよクー  ソ・■‖・ゝ■入  
ふ蓮感出   



野 懲軍令嘩に年頃卑下詞宜した他恥きと同株首烙な∴蛾粟粒二富市し  

書。ただE今よ．夢．即＝平岸毛／珂綬東レたが堂日の牒・水琴／・寧Kき  

クド祭に談じ、たのみど翌日から正特に寧帰した。  

■
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。
∴
 
 

寸 が  

エ軋の給与。及′が一級庫庸陪鞍・・  

密行われている険脂粉或によ台頭戒に・托し、下痢の詫塩1よ少い、  

、Nか攻のように仝乳噂滅のた′め人工乳－Å庭一菖準簡与壬の情愛村キ  

もノある…才人工軋8の亀由株食の楊合に与、賢あ状態から疲興し  

師で14よく刺ヒ去れているよぅに繹われた。セガ会乳、親臨軋によ  

重患ず雨の帝成に比レやや宅ブやの希い臭がみらわたが、昏＝苓の箇  

塗とおし乙級無したポチ底暖轟状足長舟と判定し踊るふ  

エ紅塘路んで牧賀するよモ＝こな・るまごに腹掛／過斡肛はみどガく  

ぁろうか∴ニ如もベレyト蜜注さいし湯史檻永どぬる■払りして  

間亡∴与える上うにすれぽ－、‘比紺喝早く■喰いうくよさになる。毯常  

鼻に湯七ってl式＝の登展’の普及上の字数は旺普ごあろぢし、ベレ  

碇なれてから体人工乳惨与の男カは肝魔丸帯■の哺乳に比しはるか  
寿収監堰くこどボビきを金檻が診るど帯わねる。自由詠会毛色勃食  

御菰遊星改良す丸灯充分東南化し得るものと硬膏ミゎた。   

讐  

轡磯薄日㌢′ク｛己慮での薄儀についそ妊魚篭‖筐博大俸堺淳（下頂ご、  

海水）監やや上選って牒リ1全乱箭惑′の場合にも珂蓉嘩¢華南を訊  

惣監・とぼ生乳痴浪の－許容にな・リ轟も邑滞われあ。し仇も体善が〃  

A区2顔、8区ノ頗が横準考やや下娼ウていたニヒ及が頃由嘩牒  

蟹も杷奔為海戦’が柴草家督披均に下智ってf＝lたととぽこの曽磯鶉  

学一考のエ■天亀草す名二足ぎ聴衆しこいるがこ何分にも全軋、紀  

・盆虎如こ伏瞬Lた農孝芦一冬幕や軍さを帯革羊翠障習ら雲亭準屑  
け、 叉ノβ∫日以降の舞台ポ夢、拝ん痘状態、土らに溢乳暇力庵  
一打ければならないのぞ、上の綴聴ピー発嚢掃射ご下凋りているこ  

t牢斡謎・喪、発帝辛が声とっているここを暗示←てし、る）硬膏－こ  

均す謬影響を与九る・壱のだとほしlえか、．．むしる／クざ日呵の痢厳  
冬直じて概針た鱒ぞ隙燭科の噴い込み・、動ヒ葛篭の環塞からみ  
ダ玖の農箆ほ費念劇潤し待る泣啓一ケれる。ニのウとにりし1てt4な  

■－ナ／－、   
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＝・千丁ゝ．；ソ  

争機の群数調   プけ蓉喉封l  

書た発育梅牧ご金乱痺苛区  

草深迫に比故均放い叡他盈眉   

ものが1 旨戟区Aわ5のに目  亀  

lたごと♭〔長の人工乳βの僚ふtぶ   

針鼠より少なかったこLも考慮きれるのごはぁるが、全礼金箭瀕して軒   

かなりの貴幸を期待し解る司穫准を示しているものと考えられる。  

（3】飼料責  

No巨N02について温席料の給与圭衷取蔓の疎音が困鼠ごあったのと  

確飼料黄の泉出絃ごきず、全乳、人工乳、補め飼料のみを井野したの  

どあるボ、昇竜の腰準蔑下職にとった＝とからしても和親覇威にあた  

フてば／クg8閏でク．∫ク♂・）／♂ノ久れク閂・牽庭の個牒憎摘鴻下葉本  

どして揆じなけhばならないと思われる。  

Ⅴ 要  筍 

硬軟ヰとして日牟／ノ日のホルスタイン薇姓与卑〃誤電俊明し、人工乳   

（くみあい人工乳A、B）に慮る廃琴南或1邑Aと、A区の仝乱哺乳畳宅  

半減しぺエ乳Aでこわ左補った全礼節減区βにわlナ／クg日間の育成牒  

験を行った○両区とち戦歌顔中侯姶な像諌状態ご発帝し下荊の発生もな  

く、A区ご隠会乱／占々一7へ／♂／′／匂乙人工乳A∂－、／ユ～／♂・タコ極   

人工乳白倉タ、／∫～“′ヱ古惨劇財飼料古．〃古～コ／′？8噂ぞt、、β痙   

ぎは全乳タj～タタ、♂燦 人工乳A／g、ユタヘ2ク．ク古一哲人工乱β・   

ク∠・7′レタア′コ極瑠勒飼料23′jす†争ビ萄成した■   

官舎／♂∫日の毒舌債は両区乙も「爪ルスタイン頑牛の正幣舎弟億」年  

下帽値をやや上廻り、者雪嶺敢では標準値のぞれをやや下隠りていた。  

A区、β匡とも大体雨林の真幸過琶萱示したが発奮指数からみる′と昏区  

のオボやや吉土フていた。   

閤料責についてぼ金乱、人工乳、闇財前料の株針ごある水・、，Y膵坪野  

→／♂′JタjR β区ど夙∂ヱ占円～ク′ヰクエ円ま零した■ ト  
’■■・て‥T■雪  

仁一よモ～  
〔註）率 骨港地区複素現長音長巾普及異  
1．て追  声．・，庸一・・・；＋，「‥・‾・†・・、ギ■  

・∴盲t∴：ナ云・■・ぎ薄▼， へり‥1－   －ン  
、  

ィ． ノ′fぺ  
．，＝．・・音・宰■・阜主∴  ．示′ナ■・㌔差せ摩■ず・・セニナr：千  
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